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市
で
は
、
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に
「
飛
驒
の
匠
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
ぐ
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
飛
驒
高
山
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と
で
、
文
化
の
継
承
・
発

展
と
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
（
※
）
に
基
づ
く
独

自
性
と
信
頼
性
の
高
い
地
場
産
品
を
認
証
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
外
の
有
識
者
で
構
成
す
る
メ
イ
ド
・
バ
イ
飛
驒
高
山
認
証
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経

て
、
今
年
度
は
３
産
品
を
認
証
し
、
合
計
28 
産
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、新
た
に
認
証
し
た
３
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
も
、

匠
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
ぐ
メ
イ
ド
・
バ
イ
飛
驒
高
山
認
証
産
品
を
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
　「
飛
驒
高
山
の
風
土
と
飛
驒
人
の
暮
ら
し
が
生
み
出
す
本
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
」

飛驒の匠のDNAとメイド・バイ飛驒高山認証制度
市長コラム 「道しるべ」

特集①  特集①  メイド・バイ飛驒高山認証制度

〈認証ロゴ〉

認
証
産
品
に
は
右
記
の
ロ
ゴ
が

表
示
さ
れ
ま
す

　小屋名しょうけ
小屋名しょうけ保存会　

　久々野町小屋名地区に古くから小屋名しょうけと呼
ばれるざるつくりの技術が伝えられており、越前の石

い

徹
と
白
しろ
村
むら
（現在の郡上市白鳥町石徹白）から伝えられた

とされています。小屋名しょうけは、野菜の水切りや
米上げに使用する「ざる」で、古くから飛驒人に親しま
れてきました。形は底と胴が一体となった浅い楕円
形のもので、口のある「片口しょうけ」と口のない「丸
しょうけ」に分けられ、「片口しょうけ」は洗った米や豆
を鍋などに移しやすいようにと、明治20年ごろに小
屋名の人々が考案したものと伝えられています。
　平成８年には、地域として製作技術を後世に伝承
していくため「小屋名しょうけ保存会」が設立されまし
た。
　極めて精巧で強靭、長持ちし、スズタケを縦横に
丹念に編み込んで美しい網目を作り上げており、古く
から多岐用途に利用され、愛されている伝統工芸品
です。

　　過去の認証産品はこちら
　これまでの認証産品は右のＱＲ
コードからご覧いただけます。


